
農業の担い手を応援　新規就農者支援金交付式
　岩橋亮さん（塩庭二区）および國分小雪さん（小戸神）に対する夢の
ある農業者育成推進事業（新規就農支援事業）の支援金交付式が昨年
12月27日、役場で行われました。
　この事業は、新規就農者の就農初期の負担軽減と、将来の夢のあ
る農業担い手としての成長を期待して、就農後１年から３年を経過
した方に対し、町から支援金を交付するものです。
　岩橋さんは平成29年12月27日付けで認定新規就農者に認定され、
このたび満１年を、國分さんは平成28年12月20日付けで認定新規就
農者に認定され、このたび満２年を迎えられました。
　お２人の今後ますますのご活躍を期待します。

ご寄付ありがとうございました
　このたび、次の方々から文化・体育振興基金にご寄付をいただき
ました。
　紙上より厚くお礼申し上げます。
○小野町元気だよ！チャリティカラオケ実行委員会　様
○小野ロータリークラブ　様
　小野町元気だよ！チャリティカラオケ実行委員会様からは、社会
福祉協議会にもご寄付をいただきました。
　小野町文化・体育振興基金は、町の文化・体育の振興と充実をは
かるために個人や団体からの寄付により積み立てている基金です。
　この基金は、小中高校生の全国大会出場の激励金や表彰、町の社
会体育団体や芸術文化団体、スポーツ少年団への補助や活動費など
に有効に活用させていただいています。

チャリティカラオケ実行委員会の皆さん

小野ロータリークラブ会長

絆から生まれた「サツマイモケーキ」　八重山農林高等学校が小野町を訪問
　小野高等学校と友好交流協定を結んでいる沖縄県立
八重山農林高等学校から野原生徒会長をはじめ生徒５
人と、山城校長先生、石垣先生の７人が、小野高等学
校との交流事業のため１月14日から16日までの３日
間、小野町に滞在しました。学校での交流学習や施設
見学、いわき市に赴いて東日本大震災の被災地視察な
どさまざまな体験をしました。
　15日には、役場を訪問し、小野高等学校との交流を
通して感じたこと、東北の冬の厳しさなどについて話
をしました。

　また八重山農林高等学校が持参した６次化商品「サツ
マイモケーキ」の販売実習にも取り組みました。
　両校の交流は、生徒が貴重な体験をするだけでなく、
新しい特産品の開発など多くの可能性を含んでいるも
のであり、今後も良好な関係が継続していくことを期
待しています。
　「サツマイモケーキ」とは、小野高等学校が昨年11月
に石垣市を訪問した際に、小野高等学校で栽培された
米から作った米粉と、石垣市産のサツマイモと紅芋を
使い、共同で開発した６次化商品です。

販売実習の様子集合写真 サツマイモケーキ

( 左から ) 國分さん、岩橋さん、町長
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